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図5:状態方程式のシア依存性｡平衡か
ら遠くなるに従い､圧力が実質的に小さ
くなっている｡
このことから∬方向の圧力(圧力テンソル
の対角成分Pxx)がy方向に比べて減少していると解釈することができる｡しかしずれの
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｢非平衡系の新局面一運動･機能･構造-｣
大きさは数%程度であり､それほど顕著にずれているとは言えない｡さらなる量的な評価
や各空間方向でのエネルギーのやりとりなどの評価は今後の課題である｡
4 conclusion
本研究では､流体現象を伴った相転移現象に対して､MDを用いて考察を行った｡これま
での連続体的な記述や熱力学では扱うことが困難であった相界面を持つ系において､MD
を用いた手法が有用であることを示し､shear-inducedmeltingとfreezingという非自明
な現象を取り扱うことができた｡今後､マクロな取り扱いで困難とされて来た非平衡現象
の基礎的な部分をMDを用いて理解しようとする趨勢は計算機の発達とともにますます進
むものと思われる｡しかし､それ以上に､ナノテクノロジーやナノマシーンなどのアプリ
ケーションの分野において､MDならではの研究や理解が行われていくものと思われる｡
最後に､この一連の研究で東京大学大学院工学系研究科の伊藤伸泰助教授をはじめ同研
究科物理工学専攻の宮下研究室､伊藤研究室の方々との議論､また､このような機会を与
えてくださった本研究会の運営を行ってくださった方々に感謝いたしたいと思います｡
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